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「願
立
」
説
話
展
開
の
再
検
討

橋

口

晋

作

「
平
家
物
語
」
巻

一
に
収
め
ら
れ

て
い
る

「
願
立
」
説
話
は
、
昭
和
五
十
年

か
ら
六
十
年

に
か
け

て

「
平
家
物
語
」
研
究
者

の
注
目
す
る
と

こ
ろ
と
な
り
、

そ
の
性
格
、
構
造
や
展
開

に
関
す

る
論
文
が
次

つ
ぎ
と
発
表
さ
れ
た
。

そ

の
主

要
な
も

の
を
挙
げ
れ
ば
、
渥
美
か
を
る

「
延
慶
本
平
家
物
語

に
見
る
山

王
神
道

(注

一
)

の
押
し
出
し
」、
山
下
宏
明

「『平
家
物
語
』
挿
入
説
話
の
説
話
論
的
考
察
1

(注
二
)

「
願
立
」
説
話
を
め
ぐ

っ
て
ー

」
、
渡
辺
晴
美

「平
家
物
語
巻

一
『
願
立
』
説

(注
三
)

話
の
構
造
に
つ
い
て
」、
武
久
堅

「『願
立
』
説
話
の
展
開
-

延
慶
本
平
家
物

(注
四
)

語
と

『
日
吉
山

王
利
生

記
』
1
瓢

早
川
厚

一
.
佐
伯
真

一
・
生
形
貴
重

「
四

部
合

戦
状
本

平
家

物
語
評
釈

(
三
)
」
と

い

っ
た
も

の
に
な
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の

論
考

に
よ

っ
て
、
「
願
立
」
説
話

の
性
格
、
構
造

や
展
開
に

つ
い

て
の
基
本
的
な

考

え
方

が
打

ち
立

て
ら
れ
、

現
在

に
至

っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、

そ
の
描
写

の

仕
方

や
信
仰

を
分
析

を
し

て
み
る
と
、

そ
の
構
造
、
展

開
な
ど
に
再
検
討

の
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
左

に
筆
者

の
考

え
た
と
こ
ろ
を
記

し
、
諸

氏

の
御
意

見
を
待

つ
こ
と
に
し
た
い
。

「願
立
」
説
話

の
展
開
を
辿

る
時
、
最
初

に
、
『
愚
管
抄

』
や

『
天
台
座

主
記
』

が
こ
の
説
話
を
ど
う
取
り
組

ん
で
い
る
か
を
見

て
置
く
必
要

が
あ
る

の
で
は
な

い
か
と
思

う
。

『
愚
管
抄
』

の
中

で
日
吉
社
又
は
山
王
が
出

て
来
る

の
は
、
筆
者

の
調

べ
た

と

こ
ろ
で
は
、

こ
こ
と
良
真
座
主

の
祈
り
に
よ

っ
て
堀

河
天
皇

が
誕
生

し
た
と

こ
ろ
の
二
箇
所

に
過
ぎ
な

い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
説
話

の
基

に
な

っ
た
事
件

は
、

慈
円

(を

は
じ
め
と
す
る
比
叡
山
中

枢

の
人
)

に
、

日
吉
社
又

は
山
王

が
日
本

の
歴
史

に
関
わ

っ
た
二

つ
の
重
要
な
出
来
事

の

一
つ
と
し
て
認
め

ら
れ

て
い
た

と
見
ら
れ

る
。
『
愚
管
抄
』

の
右

の
よ
う
な
扱

い
か
ら
、
こ
の
事
件

は
、
比
叡
山

関
係
者

を
中
心

に
日
吉
社
、
山

王

に
関

す
る
も

の

で
は
最

も
有
名
な
事

件
と

な

っ
て
い
た
と
考

え

て
、

誤
り
あ
る
ま
い
。

さ

て
、
『
愚
管
抄
』

は
、

こ
の
事
件

を
、

ホ
リ
カ

バ
ノ
院

ノ
御
時

山

ノ
大
衆

ウ
タ

ヘ
シ
テ
日
吉

ノ
御

コ
シ
ヲ
ブ
リ

ク
ダ

シ
タ
リ
ケ

ル

返
く

キ
ク

ハ
イ
ナ
リ
ト
テ

後

二
條
殿

サ
タ
シ
テ
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射

チ

ラ

シ

テ
神

輿

ニ
ヤ
タ

チ

ナ
ド

シ

テ

ア
リ

ケ

リ

友
實

ト

イ

フ
禰
宜

キ

ズ

ヲ
カ

フ

ム
リ

ナ

ン

ド

シ
タ

リ
ケ

レ
バ

ソ

ノ
タ

・
リ

ニ
テ
後

二

條

殿

ハ

ト

ク

ウ

セ

ラ

レ

ニ
ケ

リ

仁

源

理

智

房

ノ
ザ

ス
ト

イ

フ

ハ
兄

弟

ナ
リ

ヲ

ホ

ミ
ネ

ナ

ド

ト

ホ
リ

テ

世

ニ
シ

ル

シ

ア

ル

モ

ノ

ナ

レ

バ

イ

ノ

ラ

レ
ケ

ル

ニ

イ

デ
く

ヤ

メ

ミ

セ

ン

ト

テ

ヨ
リ

マ
シ
ガ

フ

ト

コ

ロ
ヨ

リ

ク

ロ
血

ヲ

フ
タ
く

ト

ト

リ
イ

ダ

シ

タ

リ

ケ

レ

バ

ア

ラ

タ

ナ

ル

コ
ト

ニ
テ

ヲ
ソ

レ
ヲ
ナ
シ
テ
ノ
チ

ハ

理
智
房

ノ
ザ

ス
モ
イ

ノ
ラ
レ
ズ

ナ
リ

テ

ッ
イ

ニ
ウ
セ
給

ニ
ケ
ル
ト
ゾ
申

ツ
タ

ヘ
タ
ル

と
記
し

て
い
る
。
禰
宜

が
傷
付

け
ら
れ
た
こ
と
を
重
視
し

た
内
容
だ
が
、

そ
の

前

半
部

で
は
、

御
輿
振

り
事
件

の
崇

り
で
後

二
条

殿
が
莞

じ
た
経
緯

が
記
さ

れ
、
後
半
部

で
は
、

禰
宜

を
傷
付

け
た
罪
に
は
、
仁
源
座
主
も
手

の
施
し

よ
う

が
な
か

っ
た

こ
と
が
、

具
体
的

に
描

き
出

さ
れ
て
い
る
。

次

に
、

『
天
台
座

主
記
』

は
、

同
じ
事
件

を
、

嘉

保
二
年
妃
十
月
廿

四

日
奉
振
上

日
吉

砕
輿
於
中
堂

是
爲

訴
申
美
濃
守

源
義
綱
殺
害
中

堂
久
住
者

圓
鷹
事

所

司
杜

司
等
参
洛
之

間

於
河
原
爲

頼
治
被
射
傷
之
故
也
類
魏
軸
黎

と
記
し

て
い
る
。
『天
台
座
主

記
』
の
場
合

は
、
事

件

へ
の
抗
議

の
為

に
神
輿
を

振
り
上
げ
た
最
初

の
例
と

い
う

こ
と

に
、
特

に
力
を
置

い
て
い
る
よ
う
だ
。
先

の

『
愚
管
抄
』

の
記
事
と
比

べ
る
と
、
大
衆
が
朝
廷

に
訴
え
よ
う
と
し
た
理
由

が
、
義
綱
が
円
応
を
殺
害
し
た
為
だ
と
具
体
的

に
記
さ
れ

て
い
る
反
面
、
弓
矢

で
損
傷
さ
れ

た
部
分

は
抽
象
的

に
な

り
、

そ
の
代
わ
り

に
、
「
於
河
原
爲
頼
治
」

と
下
手
人

に
対
す

る
記
述
が
詳
し
く
な

っ
て
い
る
。
又
、
『愚
管
抄
』
は

こ
の
よ

う
な
処
置
を
行

っ
た
後

二
条
殿

へ
の
神
罰
を
焦
点

に
事
件
を
記
し

て
い
た
が
、

『天
台
座
主
記
』
に
は
後
二
条
殿

は
登
場
せ
ず
、
寧

ろ

「
無
裁
許

後
年
不
吉
」

と
朝
廷
を
相
手

と
し
て
い
る
風

で
あ
る
。

二

「
平
家
物
語
」
諸
本

の
、

こ
の

「
願
立
」
説
話

の
取

り
組

み
に
は
大
き
な
特

徴
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
安

元
三
年

の

「御

こ
し
ふ
り
」
事
件
と

の
関
連

で
、

こ

(注
六
)

 の
説
話
が
取
り
組

ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
、
当
初

の
関
連

は
、

具
体
的

に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
平
家
物
語
」
諸
本

の
中

で
最
も
素
朴

な

「願
立
」
説
話

の
姿
を
伝
え

て
い

る
の
は

『
源
平
闘
謬
録
』

(
以
下
、
『

』

を
付

け
な
い
)

で
あ

る
と
考

え
る
。

筆
者
が
素
朴
と
考
え
た

の
は
、
第

一
節

に
記
し
た

『
天
台
座
主

記
』

『愚
管
抄
』

的
関
心

(記
述
)

の
外

に
、
余
り
多
く
を
語

っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
で
あ

る
。

源
平
闘
諄
録

の
記
事
は
、

『
愚
管
抄
』

と
同
じ
く
朝
廷

に
訴

え
よ
う
と
し
た

「
日
吉
社

司
延

暦
寺
寺
官
」

を
武
力

で
退
け

よ
う
と
計

っ
た
後

二
条

関
白

が

「山
王
御
尤
」
を
受
け

て
早
死

に
し
た
と

い
う

こ
と
を
趣
旨
と
し

て
い
る
が
、

材
料

は
寧

ろ

『
天
台
座
主
記
』

に
共
通
す
る
も

の
が
多

い
。
但
し
、

共
通
す
る

部
分
も
、
記
事
は
全
体
的

に
源
平
闘
謳
録

が
具
体
的

で
、
詳
し

い
。
『
天
台
座

主

記
』

に
全

く
記

さ
れ
て
い
な

い
こ
と

は
、
事
件

の
後
、
僧
綱
達
が
事
情
を
奏
聞

し
よ
う
と
下
洛
を
企

て
た
が
、
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た

こ
と
、
後
二
条
関
白

が
大

衆

の
究

咀
の
為

に
重
病

に
罹

っ
た
こ
と
、

そ
し

て
、
そ

こ
以
下

の
、

被

立
品

々
ノ
御
願

,

錐
被

申
様

々
.
怠
タ
リ
,

言

.

.御

年
三
十
八

,

康

和

元
年
兜
六
月
廿

八
日

先
立
父
大

殿
.磯
舩
終

「一失
玉
.
ル

武
御
心

.頸

,
道
理

御
坐
.
.共

真

.成

.事

,急
時

惜
玉
.御
壽

,

誠

.可
惜

未
"
満

四
十
,
..

先
立
父

.大

殿
.事

二
口
惜
.
.
事
也

取
時

者
淺
猿
事
共
乎

然
則
於

.
ハ

古
今

.

山
門

.訴

訟
恐
事

.
リ
,
申
傳
夕
,

老
少

不
定
ノ
境

可
先
立

老
,
.

親
.
云
事

不
定

随
生
前

宿
業

二之

習
.
.

万
徳

果
満

ノ世

尊
.

十

地
究
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寛

,大
士
達

.

不

及
力
御
事

...

慈
悲
具
足

ノ山
王

.

無
惜
降
伏
玉
.乎

和
光
利
物
方
便

.

.
ハ

折
節
尤
給

乍

.理
恨

.,
淺
猿
事
也

の
罹
病
後
、

こ
の
説
話
末
ま

で
の
部
分

で
あ

る
。

源
平
闘
謝
録

の
こ
の
説
話

の
後
半
部
分

(引
用
部
)

の
特
色

は
、
後

二
条
関

白
と
山
王
、

こ
の
二
者
だ
け

の
問
題
と
し

て
述

べ
て
い
る

こ
と

に
あ
る
。

「
立

品

々
.御
願

,」
「
申
様

々
.怠
,
り
,
」

の
は
、
後
二
条
関
白
が

「
真

ニ一成
.
事
.
急
時

惜
玉
.御
壽
,
」
と

い
う

の
だ
か
ら
、
彼
自
身

の
行
為
と
見
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。

後
述

の
よ
う

に
、
源
平
闘
課
録
以
外

の

「
平
家
物
語
」
は
子

の
為

に
何
事
も
厭

わ
ぬ
母
親
を
描
き
出
し

て
、
「山
王
御
尤
」
に
対
照

さ
せ

る
。
源
平
闘
課
録

が
母

親
を
全
く
登
場
さ
せ
な

い
の
は
筆
者

に
は
古

い
形
と
見
え
る
。

又
、

「
平
家
物

語
」

の
こ
の
説
話

の
展
開

に
関
わ
る

こ
と

で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
事

件

の
発
端

の
年
月
日
と
後
二
条
関
白

の
莞

じ
た
年
月
日
を
記
す
が
、
そ

の
間

の
長
さ
に
全

く
関
心
を
示
し

て
い
な

い
こ
と

で
あ
る
。

こ
の

こ
と
も
筆
者

に
は
、
説
話

が
展

開
し

て
行
く
前

の
古

い
形
と
思

わ
れ
る
。

,

右

の
よ
う

に

「平
家
物

語
」
諸
本

の
中

で
最
も
古

い
姿

の

「願
立
」
説
話
を

(注
七
)

伝

え

て
い
る
と
見
ら
れ
る
源
平
闘
謬
録

は
、

こ
の
説
話
を

「御

こ
し

ふ
り
」
事

件

に
ど
う
関
連
付

け

て
い
る

で
あ
ろ
う
か
。

安
元

三
年

の

「御

こ
し
ふ
り
」
事
件

は

『
愚
管
抄
』

に
は
、

そ
れ
と
し

て
記

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
『
天
台
座

主
記
』
に
よ

っ
て
こ
の
事
件
を
眺
め

て
み

る
と
、
甚

だ

「
願
立
」
説
話
事
件

に
似

て
い
る

こ
と

に
気
付

く
。
事

は
、
師
高
、

師
恒
兄
弟
と
白
山
と

の
間

で
起

こ

っ
た
。
末
寺

で
あ

る
白
山
を
支
援
す
る
為
、

比
叡
山

の
大
衆

が
日
吉

の
神
輿
を
連

ね
て
朝
廷

に
訴
え

よ
う
と
す
る
と
、

そ
れ

を
阻
止
し

よ
う
と
す

る
武
士
と

の
間

で
戦
闘
が
起

こ
る
。
神
人
、
宮
司

に
死
傷

者
が
出
、
十
禅
師

の
神
輿

に
も
矢
が
立

つ
と

い
う
有
様

で
あ

っ
た
。
比
叡
山

で

は
、

こ
れ

に
抗
議
し

て
、
大
宮
以
下

の
神
輿
を
根
本
中
堂

に
振
り
上
げ
た
。

三

日
後
、
師
高
が
や

っ
と
流
罪

に
処
せ
ら
れ
、
神
輿

を
射

た
者

も
禁
獄

せ
ら
れ
た
。

事
件
は

こ
れ

で
終
わ
る
か
と
思
え
た
が
、
五
月

に
入

る
と
、

天
台
座
主

が
罪
を

問
わ
れ
、
流
罪

に
処
せ
ら
れ
た
。
比
叡
山

で
は
、

こ
れ
に
抗
議

し
て
、
再
び
神

輿
が
振
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
比
叡
山
側

は
実
力
行
使

に
出

て
、
配
流
途

上

の
座
主

を
奪

い
取

っ
て
し
ま

っ
た
。

こ

の
よ
う
な
混
乱

が
続

い
て
い
る
う

ち
、

六
月

一
日
、
事
件

が
発
生

し

て
、
権
大
納
言
成
親

が
流
罪

に
処
せ
ら
れ
、

西
光
、

師
高

父
子
は
処

刑
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

に
な

っ
て
、

や

っ
と

一
連

の
事

件
は
治
ま

っ
て
い
る

(
『愚
管
抄
』
は
、
こ
れ

に
対
し

て
、
六
月

一
日
の
事
件
を

所

謂
鹿

谷

の
陰
謀

の
露
顕
と

い
う
筋

で
描

い
て
い
る
)
。

今
、

源
平
闘
謬
録

の

「願
立
」
説
話

の
取
り
組
み
方
を
見

る
と
、
山
門

の
大

衆

が
蜂
起

し
て
師
高

・
師
恒
兄
弟

の
処
罰
を
訴
え
出
た

の
に
、
上
皇

の
裁

断
が

な
か
な
か
下

り
な

い
、

そ
う

い
う
状
況
を
受
け

て
、

こ
の
説
話
は
提
示
さ
れ

て

い
る
。
又
、

こ
の
説
話
と

そ
の
前

の
表
現
を
見
る
と
、
裁
断
が
遅

い
こ
と
に
対

し
て
、
「山
門

ノ訴
訟

ハ自
昔
異
他
」
と

い

っ
て
太
政
大
臣
以
下
が
憂
え

て
い
た

こ

と
が
記

さ
れ
、

一
方
、

説
話

の
中

に
も

「
於

.
ハ古
今

.ニ山

門
ノ訴

訟
恐
事

.
リ
,申

傳
,
リ
」
と

い
う
類
似

の
表
現
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点

か
ら
、
源
平
闘

諄
録

の

「
願
立
」
説
話
は
、
山
門

の
訴
訟
は
速
や
か
に
聴

き
入

れ
る
外
な

い
も

の
で
あ

る
の
に
、
そ
れ
を
強
硬

に
拒
ん

で
い
る
、

と
い

っ
た
院
庁

の
姿
勢
を
浮

き
彫
り

に
す
る
為

に
、
先
ず
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

「
願
立
」
説
話

の
、

こ
れ
以
前

の
文
脈

か
ら
考

え
ら
れ

る
役
割

(関
連
)

は

右

に
述

べ
た
よ
う
な

こ
と

で
あ
る
が
、
「
願
立
」
説
話

そ
の
も
の
に
は
、
実

は
裁

断
が
延
び

の
び
に
な

っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
な

い
。
山
門

の
訴
訟

に
対
し

て
後

二
条

関
白

が
武

断
的

な
対
応

に
出
、
忽

ち
事
件

と
な

っ
て
い
る
の

で
あ

る
。

さ

て
、
安

元
三
年

の

「御

こ
し
ふ
り
」
事
件

は
、
源
平
闘
謳
録

で
は
、

こ

の

「願
立
」
説
話

の
後
、
間
も
な
く
、
平
重
盛

の
郎
等

に
よ

っ
て
矢
が
放

た
れ
、
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神

人

・
宮
司

に
死
傷
者

が
出
る
と

い
う
、

「願
立
」

説
話

さ
な
が
ら
の
展
開

と

な

っ
て
い
る
。

こ
の
展
開
か
ら
見
る
と
、
「願
立
」
説
話

は
、
先
述

の
役
割

の

一

方

で
、
「
御

こ
し
ふ
り
」
事

件

の
展
開

の
下
染

め

の
役

を
も
果
た
し

て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

さ

て
、
「
願
立
」
説

話
が

一
方

で
安

元
三
年

の

「御

こ
し
ふ
り
」
事
件

の
下
染

め
を
し

て
い
る
と

い
う

こ
と
に
な
る
と
、
こ
こ
に

一
つ
問
題

が
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
説

話
が
武

断
的

な
処

置
に
出

た
後

二
条

関
白

に
神

罰
が
下

る
と
い
う
こ
と

を
趣
旨

と
し

て
い
た

こ
と

で
あ
る
。
「御

こ
し
ふ
り
」
事

件

で
御

二
条

関
白

に
相

当

す
る
人
物

は
誰

で
あ
ろ
う
か
。

源
平

闘
謬

録

で
は
、
上
皇

の
裁
断

が
遅

れ
る

の
を
太

政
大
臣
以
下

が
嘆

い
た
と
あ
る
し
、
関
白

基
房

は
全
く
顔

を
出

し
て
い

な
い
。

と
す
れ
ば
、
後
白

河
法
皇

そ

の
人
か
と

い
う

こ
と
に
な
る
が
、
法
皇

が

直
接
目

さ
れ

て
い
る
と
も
見
え
な
い
。
と

こ
ろ

で
、
源
平
闘
謬
録

を
見
る
と
、

「
御

こ
し
ふ
り
」
事

件
は
、
法

皇
側
近

の
北
面

の
武
士

の

「驕

勇
」

を
指
摘

し

た

一
段

か
ら
始

ま

っ
て
い
た
。

そ
し

て
、
そ
の
北

面
の
中

心
に
据

え
ら
れ
て
い

た

の
が
、

師
高

の
父

の
西
光
と
西
景

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
流

れ
か
ら
見

て
、

筆
者

は
、
「
御

こ
し

ふ
り
」
事
件

で
後
二
条
関
白

に
相
当
す
る

の
は
院
司
、
特

に

西
光
な
の

で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
「願

立
」
説
話

以
外

に
は

「山
王
御
尤
」
と

い
う
表

現
は
全

く
出

て
来

な

い
が
、

こ
れ
は
二
転

三
転

す
る

こ
の
事
件

の
経
緯

と
、
『
天
台
座
主
記
』

の

「
御

こ
し

ふ
り
」
事

件
と

『
愚
管
抄
』

の

「
鹿
谷
」
の

陰

謀
を
絢

い
合

わ
せ

て
源
平
闘
謳
録

の
こ
の
あ
た
り
が
纏

め
ら
れ
た
こ
と

と
に

因
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

三

 

源
平
闘
謝
録
に
次
い
で
素
朴
な
形
を
し
て
い
る
の
は
、
屋
代
本
『平
家
物
語
』

(以
下
屋
代
本
と
略
称
す

る
)
と
四
部
合
戦
状
本

『
平
家
物
語
』
(以
下
四
部
合

戦
状
本
と
略
称
す

る
)

で
あ

る
。

屋
代
本
と

四
部
合
戦
状
本

に
は
、
後
二
条
関
白

の
親
が
病
気

の
平
癒

の
為

に

祈
願
す

る
と

こ
ろ
が
出

て
来

る
。

こ
れ
は
源
平
闘
謬
録

に
は
出

て
来

な

い
場

面

で
あ

る
。

筆
者

は
屋
代
本
と

四
部
合
戦
状
本
を
源
平
闘
課
録

に
次
ぐ
古

態

の

「願
立

」

説
話
と
考
え

る
が
、
親

の
祈
願

に
よ

っ
て
、
屋
代
本

は

「
暫

シ

バ
御

平
癒

ト
聞

ヘ
サ
セ
給

シ
」
と
す

る
の
に
対
し
、

四
部
合
戦
状
本

で
は
十
禅
師
権

現
が

「
何

祈
り
申
不
可
助
,
ル
」

と
宣
告
し
、

関
白
は
そ

の
ま
ま
莞
ず
る

こ
と
に
な

っ
て
い

る
。

こ
れ
は
矛
盾
と
し
か
言

い
よ
う
が
な

い
が
、
し
か
し
、

こ
の
矛
盾

は
前
節

で
述

べ
た
よ
う

に
後
二
条
関
白

の
発
病

に
日
付

を
せ
ず
、
「願
立
」
事
件

の
始

ま

り
の
年
月

日
と
関
白

の
莞
じ
た
年
月

日
だ
け
を

こ
れ
ら

の

「
平
家
物

語
」

が
記

し
て
い
た
の
で
、

そ
の
間

の
長
さ
か
ら
両
説
が
生

じ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

「
暫

シ

バ
御
平
癒
」
と
す
る
屋
代
本
な
ど
は
、
他

の
資
料

を
参

照
す

る

こ
と
な

く
、
源
平
闘
謬
録

や
屋
代
本

に
書
か
れ

て
い
る
程
度

の
材
料

だ
け

で
解
釈

し
た

の
に
違

い
な

い
。

さ
て
、
屋
代
本

の

「
願
立
」
説
話
は
、
そ

の
大

半
が
前
節

に
記
し
た
源
平
闘

謬
録

に

一
致
す

る
。
源
平
闘
諄
録

に
あ

っ
て
屋
代
本

に
な
い
の
は
、
前
節

で
注

目

し

た

「
取
時
者

淺
猿

事
共

乎

然

則
於

.
ハ古

今

.山

門
.
訴

訟
恐

事
.
リ
,
申

傳
,
,
」

の
表
現
だ
け

で
あ
る
。

一
方
、
屋
代
本

に
あ

っ
て
源
平
闘
謬
録

に
な

い

の
は
、

「御
母
北

ノ
政
所
是

ヲ
御
歎

キ

ア
テ
祈
申

サ
セ
給

シ
カ

バ
暫

シ

バ
御
平

癒

ト
聞

ヘ
サ
セ
給

シ
」
と

い
う
先
述

の
指
摘

を
含

む
部
分

と
、
忠
胤
法
印

の
法

力

の
恐

ろ
し
さ
を
述

べ
た
部
分
、

大
般
若
畢

テ
後

結
願
導
師

ニ
ハ
忠
胤
法
印

末
忠
胤
供
奉

ト
申

ケ
ル
カ

高
座

二
登

テ
表
白

金
打
鳴

シ

理

ヲ
非

二
成

テ

我
等

二
饒

ヲ
成
給
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フ
関
白
殿

二

鏑
矢

一
ツ
放
當

テ
給

へ

大
八
王
子
権
現

上
局
ラ
カ

ニ

ソ
被
申

ケ
ル

即
其
夜

八
王
子

ノ
御
殿

ヨ
リ
鏑

ノ
音
イ

テ

・

王
城

ヲ

指

テ
行

ト
ソ
大
衆

ノ
夢

ニ
ハ
見
タ

リ
ケ

ル

其
朝

関
白
殿
南
殿

ノ
御

格
子

ヲ
被
開

ケ
ル

ニ

思

モ
ヨ
ラ
ヌ
樒

ノ
花

ノ

一
房

御
簾

二
立
タ
リ
ケ

ル
ソ
不
思
議

ナ
ル

の
二
箇
所
だ
け

で
あ
る
。

最
初

の
源
平
闘
課
録

に
あ

っ
て
屋
代
本

に
な

い
表
現
だ
が
、
前
節

で
記
し
た

よ
う

に

「
山
門

ノ
訴
訟

ハ
異
他

=事

也
」
と

い
う
表
現
が
、
こ
の

「願
立
」
説
話

の
前

に
あ
る

の
で
、
同
じ
文
が
説
話

の
中

に
な
く

て
も
何

の
差

し
支

え
も
な
か

ろ
う
。

屋
代
本

に
あ

っ
て
源
平
闘
謳
録

に
な

い
部

分

の
前
者

に

つ
い
て
は
、
先

に
そ

の
意
義
を
解
説
し

て
置

い
た
が
、
屋
代
本

の
こ
の
部
分

の
特
徴

は
、
母
北

の
政
所

の
祈
願

の
内
容

が
全

く
具
体

化

さ
れ

て
い
な

い

こ
と

に
あ
る
。
従

っ

て
、
屋
代

本

の
場
合
、
山

王
は
子
を
思
う
母
の
情

に
感
動

し
て
、
暫

く
後

二
条

関
白

の
命

を
延

ば
し

て
や

っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
祈
願

の
内
容

が
具
体
的

に
示
さ
れ
な

い
こ
と
を
、
筆
者

は
源
平

闘
謬
録

に
次

ぐ
古
態
を
示
す
点
と
考

え

る
。
後
者

の
、
忠
胤
法
印

が
八
王

子
権

現
に
祈
願

し
て
、
霊
異

が
生

じ
た
と

い

う
諌

は
、

源
平

闘
謳
録
、

四
部
合
戦
状
本

を
除

く
全

て
の

「平
家
物
語
」

に
あ

る
。
忠
胤

が
説
法

の
名
手

で
あ

っ
た
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
る
が
、
「
平
家
物
語
」

が
何
を
根
拠

に
し

て
、

こ
の
課
を
取

り
入

れ
た
か
は
詳

に
し
得
な

い
。

四
部
合
戦
状
本

の

「願
立
」
説
話

に
は
源
平
闘
謬
録

に
あ

る
内
容
が
全

て
含

ま
れ
て
い
る
。

但
し
、

「
被
立
品

々
.御
願
,

錐
被
申
様

々
.
怠
タ
リ
,
」

の
部
分

は
、

「大
殿
北

ノ政
所
」

の
祈
願
を
具
体
化
し

た
長
文

の
諏
と
な

っ
て
い
る
。

一

方
、

四
部
合
戦
状
本

に
あ

っ
て
源
平
闘
謬
録

に
全
く
な

い
も

の
は
、

こ
の
説
話

の
末
尾

に
あ

る
、
後

二
条
関
白

の
体

の
脹
れ
が
、
父
大
殿

の
春

日
大
明
神

へ
の

祈
願

で
引

い
た
と
い
う
諏
と
、
白
河
上
皇

の
崩
御
も
山
王
七
社
権
現

の
替
め
と

考

え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
と
で
あ
る
。
「
大
殿
北

ノ政
所
」

の
祈
願

の
構
造

に

つ

い

て
は
、
山
下
宏

明
氏

に
、

④

母
親

が
ひ
そ
か
に
日
吉

の
十
禅
師

に
参
籠
し
、
願
立
を
す

る
が
、
そ

の

内
容

を
語

り
手

が
第

三
者

の
立
場
か
ら
語

る
形
を
と

る
。

そ
し

て
そ

の

願

の
内
容

は
、

(
i
)
衆
徒

の
た
め

に
八
王
子

の
御
前
か
ら
十
禅
師

の
御
前
ま

で
廻
廊

を
造

る
。

(
"皿
)
衆
徒

の
た
め

に
冬
小
袖
を
布
施
す
る
。

(
…皿
)

一
期

の
間
、
宮
仕
え
す
る
。

の
三
か
条

(㈲
と
す

る
)

で
あ
る
。

し
か
し

こ
れ
ら

は
母

が
心

の
中

に
祈
念

し

た
も

の
で
あ

る
た
め
、
本

来
、

そ
の
内
容

は
わ
か
ら
な

い
は
ず
だ
。
そ
れ
を
明
か
す
た
め
に
、

⑤
羽
黒

の
童
神
子

に
十
禅
師
が
神
か
か
り
し

て
母

の
心
中

を
語

り
明

か
す

こ
と

に
な

る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
内
容
は
、

御
心
中

に
三

の
御
願
有
り
と

て
、
彼

の
御
意
趣

一
つ
も
違

へ
ず

一
々

に
之
を
申
す
、

と
あ
り
、
そ

の
内
容
は
上
掲

の
、
語
り
手

の
語

っ
た
と
こ
ろ
に
譲

っ
て
、

こ
こ
に
再
述
す
る

こ
と
を
し
な

い
。

(注
八
)

と

い
う
分
析
が
あ
る
。
猶
、
右

に
記
し
た
部
分

に
続

け
て
、
十
禅
師
権
現

は
、

親
子

の
恩
愛

の
深
さ
を
哀

れ
み
な
が
ら
も
、
後

二
条
関
白

が
衆
徒

に
与
え
た
嘆

き
、
苦
し
み
は
全

て
自
分

の
身
が
受

け
る
こ
と
に
な

っ
た
と
言

っ
て
、
童
神
子

の
脇

の
下

の
大
き
な
傷

を
見
せ
る
、

そ
し
て
、
も

は
や
ど

う
す

る
こ
と
も
出
来

な

い
と
言

っ
て
、
権

現
は
上

が

っ
て
し
ま
う
、
母
北
政
所
も
、

そ
れ

で
、
仕
方

な
く
下
向

し
た
、

と
い
う
こ
と
が
付

い
て
い
る
。

四
部
合
戦
状
本

の
も

の
は
、

源
平
闘
謬
録
と
同
じ
く
祈
願
も
空

し
か

っ
た
と

い
う
趣
旨

で
あ

る
。
「
大
殿
北
,
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政
所
」
が
祈
願
し
た
と

い
う

こ
と
は
、
先
述

の
よ
う

に
屋
代
本

に
も
あ
る
。
但

し
、
屋
代
本

の
母
北
政
所
は
ど

こ
で
祈
願
し
た

の
か
明
ら
か

で
な

い
が
、

四
部

合
戦
状
本
は
十
禅
師

に
参
籠
し

て
と
な

っ
て
い
る
。
後
述

の

『
日
吉
山
王
利

生

記
』

に
は
十
禅
師
権
現
が
下

っ
て
神
意
を
告
げ
る
説
話
が
相
当
収
め
ら
れ

て
い

る
の
で
、

四
部
合
戦
状
本

の
十
禅
師
参
籠
は
、
そ

の
よ
う
な
十
禅
師
信
仰

の
高

ま
り
に
基
づ
く
設
定
か
と
思
わ
れ

る
。
猶
、
後
述

の
非
当
道
系
諸
本
は
全

て
、

参
籠
先
を
十
禅
師
と
し

て
い
る
と
見

ら
れ

る
。
「
大
殿
北
ノ
政
所
」

の
祈
願

の
内

容

が
三

つ
具
体
的

に
示

さ
れ

て
い
る
が
、

こ
の
三

つ
の
祈
願
と

い
う
形
式
は
、

延
慶
本

『平
家
物
語
』
(
以
下
、
延
慶
本
と
略
称
す
る
)、
長
門
本

『
平
家
物
語
』

(
以
下
、
長
門
本

と
略
称
す

る
)
を
除

く
、
残

り
の

「平
家
物
語
」

の
全

て
に

何
ら
か
の
形

で
出

て
来

る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
又
、

具
体
的

に
祈
願

の
内
容

を
挙

げ
る
以
下

の

「平
家
物

語
」
は
全

て
法
華
講

に
言

及
す

る
が
、

こ
の
四
部

合
戦

状
本

に
は
そ
れ
が
な

い
。

筆
者

は
、

こ
の
点

か
ら
、

四
部
合
戦
状
本

の
こ

の
説
話
は
法
華
講

宣
伝

に
使

わ
れ
る
以
前

の
姿

を
伝

え

て
い
る
の
に
違

い
な

い

と
考
え

て
い
る
。

四
部
合
戦
状
本

に
あ

っ
て
源
平
闘
謳
録

に
な

い
も

の
の
前
者

は
、

日
吉
山
王

の
怒
り
は
春

日
大
明
神
も
抑
え
る

こ
と
は
出
来
な

い
と

い
う

こ
と
を
、

一
方

で

示
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る

の
で
、
「
山
王
御
科
,
」

の
恐
ろ
し
さ
を
神

の
力
関
係

か
ら
補
足
す

る
諌
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
諏

は
、
外

に
は
長
門
本
と

『
源
平
盛

衰
記
』

(以
下
、
『

』
を
付
け
な

い
)

に
見
ら
れ

る
。
源
平
闘
謳
録

に
な

い
も

の
の
後
者

は

「
山
王
御
科

,」
の
対
象
者

の
拡
大
傾
向
を
示
す
も

の
と
な

っ
て
い

る
。
四
部
合
戦
状
本

が
、
し
か
し
、
白
河
上
皇

の
崩
御

を

「
山
王
御
科

.」
と
判

断

し
た
の
は
、
「
七
年
」
「
七
月
七
日
」
「
七
社
権
現
」
の

「
七
」
と

い
う
数
字

の

符
合

か
ら
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ

る
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
四
部
合
戦
状
本

の
拡
大

傾
向

は
、
第

二
節

で
記
し
た
安

元
三
年

の

「御

こ
し
ふ
り
」
事
件

に
お

け
る

「
山

王
御
科

.」

の
暗
示
と

い
う
枠
を
破

っ
て
、
「
願
立
」
説
話

の
中
だ
け

で
解
釈
さ

れ
た
結
果
生

じ
た
も

の
と
認
め

ら
れ

る
。

こ
れ

は
、

一
旦

「
平
家
物
語
」

の
筋

に
結

び
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
取

り
組
ま
れ

た

「
願
立

」
説
話

が
、
「
平
家

物

語
」

の
中

で
、
逆

に
、
筋

か
ら
独
立
し

た
動
き
を
始
め
た

こ
と
を
物
語

っ
て

い
る
。

こ
の

「平
家
物
語
」

の
筋

か
ら
の
自
立

は
、
屋
代
本

・
四
部
合
戦
状
本

の

「
願
立
」

説
話

の
後

に
重
盛

が
内
大
臣

に
、
師
長

が
太
政
大
臣

に
任
じ
ら
れ

る
と

い
う
、
「
御

こ
し
ふ
り
」
事
件

と
は
直
接
関
係

の
な

い
記
事
が
配
さ
れ

た
こ

と
と
も
深
く
関
わ

っ
て
い
よ
う
。

四

『
日
吉
山
王
利
生
記
』

に
も
周
知

の
よ
う

に

「
願
立
」
説
話

が
収
め

ら
れ
て

い
る
。
『
日
吉
山
王
利
生

記
』
の
本
説
話
は
、
勿
論

日
吉
山
王

の
利
生
説
話

の

一

つ
と

し
て
纏
め
ら
れ
た
も

の
で
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら

「平
家
物

語
」

の
筋

と

の
関

わ
り
は
な

い

(但
し
、
成
立

に

つ
い
て
は
後
記

の
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
)
。

『
日
吉
山
王
利
生
記
』

の
説
話

で
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
、

後
二
条
関
白

の
発

病

の
年
月

日
を
記
す

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
は
先
述

の
よ
う

に
、
源
平
闘
諄
録
、

屋
代
本
、

四
部
合
戦
状
本

に
は
な
か

っ
た
。
『
日
吉
山
王
利
生
記
』

の
も

の
は
、

こ
こ
を
始

め
と
し
て
、

日
時
を
明

ら
か

に
す

る
方
法
を
採

っ
て
、
迫
真

性
を
保

と
う
と
し
た
と
見
ら
れ
る
。
確
か

に
、

日
並

み
記
を
畳
み
か
け
る

こ
と

に
よ

っ

て
発
病
か
ら
莞
去

ま
で
の
急
迫
す

る
情
況

は
描
き
出
せ
た
よ
う

に
思
う
が
、
そ

の

一
方

で
、
後

二
条

関
白

の
究
咀

が
中

二
年
も
経

っ
て
働

い
た
と

い
う

の
は
、

随
分
間
延
び
し

て
い
る
と
い
う
気

が
す

る
。

そ

の
㎜几
咀

の
場
面

だ
が
、
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
で
は
、
矢

で
傷

つ
い
た
禰
宜

を
八
王
子

の
拝
殿

に
入
れ

て
、
静
信
定
額

が
導
師
と
な

っ
て
取
り
行
な

っ
た

こ
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と
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
禰
宜
を
八
王
子

の
拝
殿

に
入
れ
た

こ
と
や
静
信
定
額

が
中
心

に
な

っ
て
開几
咀

し
た
こ
と

は
、
次
節

で
述

べ
る
延
慶
本
と
深

い
関
わ
り

を
も

つ
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

「
山
王

の
御
崇
」
を
受
け
た
後

二
条
関
白
方

の
祈
願
は
、
屋
代
本
と
同
じ
く

当
人

が
様

々
な

こ
と
を
行
う
が
効
験
が
な

い
の
で
、
母
北
政
所
が
更
に
願

を
立

て
る
と

い
う
展
開

に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
屋
代
本

の
も

の
は
母
北
政
所

の

祈
り

の
御
蔭

で

「
暫

シ

バ
御

平
癒
ト
聞

ヘ
サ
セ
給
」
た
と

い
う

の
だ
が
、
『
日
吉

山
王
利
生
記
』

の
も

の
で
は
、
三

つ
の
願

の
中

に
法
華

問
答
講

が
含

ま
れ
る
に

も
拘
ら
ず
、
後
二
条
関
白

に
今
生

で
効
果
を
齎
す

こ
と
は
な
か

っ
た
。

さ

て
、
後
二
条
関
白

の

「
お

こ
た
り
申
さ
せ
給

こ
と
」

は
、
次

の
よ
う
に
日

を
追

っ
て
畳
み
掛
け
ら
れ

て
い
た
。

同
廿
三
日

一
□
手
半

藥
師
如
來
像

延
命
菩
薩
像
各

一
百
躰

又
等
身

の

藥

師

一
躰

を
そ

つ
く
り
供
養

せ
ら
れ
け
る

又

日
吉

に
し
て
千
僧
供
養
あ

り

廿
六

日
よ
り
は

同
肚
壇

に
て
十

ケ
日
の
間

千
信

の
仁
王
講
を
お

こ
な
は
る

同

日
よ
り

一
切
纏
井
金
泥
法
華
経
を
供
養
せ
ら

る

御
導
師

は
澄

檸
信
都
也

又
廿
七

日
よ
り
は

中
堂

に
し

て
千
僧

の
藥
師
経
轄
讃

あ
り

然
而
廿
八
日
の
夜
半
よ
り
御
心
地
い
よ
く

お
も
く
成
せ
給
け
れ

ば

騨

瑠
腺

騙
の
類

金
銀
幣
吊

の
□
諸
杜

に
お
く
ら
れ
け
り

あ
ま
さ

へ
二
馬

の
願
書
を
あ

そ
ば

さ
れ

て

天
台
座
主
仁
覧
僧
正

に
ぞ
た

て
ま

つ

ら
れ

け
る

重
又
丈
六
藥
師
七
躯

阿
彌
陀
如
來

一
躰

つ
く
り
始
ら
れ
け

り
こ
れ
ら

の
う
ち
、

一
□
手
半
薬
師
如
来
像
百
体
、
等
身

の
薬
師

一
体
、
阿
彌

陀
如
来
、
仁
王
講

の
こ
と

は
後
述

の
延
慶
本

に
も
出

て
来
る

(日
次
記

の
形
を

取
ら
ず

に
)
。
し
か
し
、

一
切
経
並
び

に
金
泥
法
華
経

の
供
養
、
騨
瑠
腺
騙

の
類

や
金
銀
幣
吊
を
布
施
と
し
た

こ
と
、
「
二
番

の
願
書
」

の
こ
と
は
延
慶
本

に
は
、

全
く
見
え
な
い
。
猶
、

最
後

の
願
書
を
天
台
座
主

に
送

っ
た
と

い
う

こ
と
は
、

『
愚
管
抄
』

の
仁
源
座
主

の
祈

り
と
何
ら
か

の
関
わ
り
が
あ
り
そ
う

に
見
え
る

が
、
詳

に
し
得

な
い
。

母
北
政
所

の
祈
願

の
特
色

の

一
つ
は
後

二
条
関
白

の
病
床

の
傍
ら

で
行
わ
れ

て
い
る
ら
し
い
こ
と

で
あ

る
。

こ
の
こ
と

は
、
後
二
条
関
白

の
背
中

か
ら
先
年

の
矢

が
当

た

っ
た
時

の
血
を
出
し

て
見
せ
た
と

い
う

こ
と
か
ら
想
定

さ
れ
る
。

猶
、

こ
の

「先
年
血
出
し

て
見
せ
ん
」
と

い
う

の
も

『
愚
管
抄
』

の
も
の
と
何

ら
か

の
関
わ

り
が
あ
り

そ
う

で
あ
る
。
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
の
説
話
は

『愚
管

抄
』

の
も

の
が
説

っ
た
果

て
に
纏
め
ら
れ
た
も

の
で
も
あ
ろ
う
か
。
祈
願

の
特

色

の
二

つ
目

は
、
三

つ
の
祈
願
と
も
八
王
子
に
捧

げ
ら
れ
て
い
て
、
十
禅
師

と

い
う
名
が
全
く
見
え
な

い
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
は
こ
の

「願
立
」
説
話
全
体

に

つ
い
て
の
特
色

で
、
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
は
こ
の
説
話
を
記
中
唯

一
の
八
王
子

権
現

の
利
生
記
と
し

て
纏

め
た
と
見
ら
れ
る
。

母
北
政

所

の
三

つ
の
祈
願

の
中

で
納
受

さ
れ

た

の
は
法
華

問
答
講

だ
け

で

あ

っ
た
。
次
節

で
取
り
上

げ
る
延
慶
本

以
下

の

「
平
家
物
語
」

に
も
、
全

て
こ

の
法
華
講
が
出

て
来

る
。

日
吉
山
王

の
心

に
叶
う
も

の
と
し

て
の
法
華
講

の
宣

揚
は
、
『
日
吉
山
王
利
生

記
』
や
延
慶
本

以
下

の

「平
家
物
語
」
の
段
階

で
、

こ

の

「
願
立

」
説
話

に
取

り
組

ま
れ

た
と
考
え
ら
れ

る
。

し
か
し
、
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
で
描

か
れ
る
法
華
問
答
講

の
利
益

は
、
八
王

子
権

現
に
よ

っ
て
巌

の
苦
を
与

え
ら
れ
た
後

二
条
関
白

の
魂
を

「
長
日
」

の
後

に
や

っ
と
解

放
す

る
程
度

で
し
か
な

い
。

こ

の
こ
と

で
描
き
出

さ
れ
た

の
は

「山
王

の
御
崇
」
の
恐

ろ
し

さ
で
あ

る
。
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
は

「山
王

の
御

崇
」

の
恐

ろ
し
さ
を
描
き
出
す
と

い
う
方
向

で
纏
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

四
部
合
戦
状
本

で
は
先
述

の
よ
う

に

「
山
王
御

科
.」
の
対
象

が
拡
大
す

る
傾

向

が
認
め

ら
れ

た
が
、
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
の
も

の
で
も
、
別
方
向

に
更

に
拡
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大
し

て
い
る
。

別
方
向

に
と
い
う
の
は
、

四
部
合
戦
状
本

の
場
合

は
後

二
条
関

白
よ
り
上
位

の
白
河
上
皇

に
拡
大

し

て
い
た
の
に
対

し
て
、
後

二
条
関
白

よ
り

下
位

の
者

に
拡
大
し

て
い
る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

即
ち
、
中
宮
太
夫
師
忠
、

義
濃
守
義
綱
、
中
務
丞
頼
治
と

い
う
関
係
者
全
員

が

「山
王

の
御
崇
」

で
滅

ぶ

こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
『
日
吉
山
王
利
生
記
』

で
注
目
さ
れ
る
こ
と

の

一
つ
は
、

こ
れ
ら

の
う
ち
、
中
宮
太
夫
師
忠

に
対
し

て
、
特

に

「
關
白
殿
中
宮
太
夫
師
忠

卿

の
申
状

に

つ
き

て
」

・

「
師
忠
卿
あ
し
ざ
ま

に
申
な
す
は

神
明
の
恥
辱

に

及

べ
し

や
」
と
批
判
が
集
中
し

て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
平
家
物

語
」

に
お

け
る
院
司
、
特

に
西
光

の
位
置
が
改
め

て
意
識
さ
れ
た
も

の
か
と
考

え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
中
宮
太
夫
師
忠
が
強
調

さ
れ

て
来
る
と
、
「
山
王

の
御
崇
」
が

集
中
す

る
俊

二
条
関
白

が
哀
れ

に
も
見
え

て
く

る
。
後

二
条
関
白

の
何
ら
か

の

救

い
と
、
関
係
者
全
員

の
滅
亡

と
は
、

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
要
請
さ
れ
た
面

も
あ
ろ
う
。
猶
、
関
係
者
全
員

の
滅
亡

の
も

つ
問
題
点

に

つ
い
て
は
次
節

に
記

し
た
い
。

五

延
慶
本
と
源
平
盛
衰

記

の

「
願
立
」
説
話

は
、
「平
家
物

語
」
諸
本

の
中

で
特

に
、
前
節

に
記
し
た

『
日
吉
山
王
利
生
記
』

の
そ
れ
と
深
い
関
わ
り
を

も

っ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ

の
関
わ
り

の
様
相
は
、

以
下

の
よ
う
に
両
本

で
相
当

に
異

な

る
。

ま
ず
師
忠

に
対
す
る
批
判
は
、
両
本
そ
れ
ぞ
れ

に

『
日
吉
山
王
利
生

記
』

に

近

い
も

の
を
記
す
。
し
か
し
、
源
平
盛
衰
記

の
権
中

納
言
匡
房

の
批
判

は

「師

忠
あ
し

さ
ま
に
取
申

さ
す

は
関
白
御
憤
あ
ら
む
や

関
白
頼

治

に
下
知

し
給

は

す

は
神
明
御
恥

に
及
給

ふ

へ
し

や
」
と
、
後
二
条
関
白

に
も
師
忠

と
同
程
度

の

過
失
が
あ

っ
た

こ
と
を
忘
れ

て
は

い
な
い
。

右

の
こ
と
と
深
く
関
わ
る

の
が
、
前
節

で
記
し
た

「山
王

ノ
御

ト
カ
メ
」

の

対
象
者

の
拡
大
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
延
慶
本

は

「彼
義
綱

モ
程

ナ
ク
自
害

シ

テ

一
類
皆
滅

ケ
リ

師
忠

モ
程
無
ク
失

ニ
ケ
リ
」
と
、
事
件

を
起

こ
し
た
義
綱

と
、
「
神
明

ノ
恥
辱

二
及
」
ぶ
具
申
を
行

っ
た
師
忠

の
二
人

に
拡
大
し
、
源
平
盛

衰

記
は
同
じ
く

二
人

な
が
ら
、

「
あ
し
さ
ま

に
申

す

ゝ
め
ま

い
ら
せ
た

り
け
る

中
宮
大
夫
師
忠
も

い
く
程
も
な
く
し

て
う
せ

に
け
り

禰
宜
友
実

を
い
た
り
け

る
中
務
蒸
頼
治
自
害
し

て

一
類
も
皆

ほ
ひ
ろ
け
り
」
と
、
師
忠

と
下
手

人

の
頼

治

と
す

る
の
で
あ

る
。
但

し
、
表
現
を
見

る
と
、
延
慶
本

の
義
綱

の
そ
れ
と
源

平
盛
衰

記
の
頼
治

の
そ
れ
と

は
非
常

に
近
く
、

一
方
が
他
方

の
表
現
を
借
り
た

可
能
性

が
高

い
。
先
述

の
よ
う
に

『
日
吉
山
王
利
生
記
』

で
は
、
右

に
名
前

の

出

て
来

た
三
名
全
員

が

「山
王

の
御
崇
」
を
受
け

る
こ
と

に
な

っ
て
い
た
。
三

名
全
員
と
す
る

『
日
吉
山
王
利
生
記
』
と

二
名
と
す

る
延
慶
本
、
源
平
盛
衰
記

で
は
ど
れ
を
古
態

と
考

え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者

は
次

の
理
由

で
、
延
慶

本

の
師
忠
、
義
綱
を
古

態
と
考

え
た
い
。
と
い
う
の
は
、
「
平
家
物
語
」
、
「
御

こ

し
ふ
り
」
事
件

に
対
応

さ
せ
る
時
、
重
盛

に
相
当
す

る
頼
治

に

「
山
王

ノ
御

ト

カ

メ
」
が
及
ぶ
と
す
る

の
は
、

甚
だ
都
合

が
宜

し
く
な

い
と
考

え
る
か
ら

で
あ

る
。

四
部
合
戦
状
本

の
対
象
者

の
拡

大
に
触
発

さ
れ
て
、
延
慶
本

が

「
御

こ
し

ふ
り
」
事

件

に
対
応

す
る
師
忠
、
義
綱

に
対
象
を
拡
大
し
た
、
『
日
吉
山
王
利
生

記
』
は
、
「
平
家
物
語
」
の
筋
と
直
接
関
係
す
る

こ
と
が
な
い
の
で
、
そ
れ
を
関

係
者
全
員
と
し

て
し
ま

っ
た
、
と

い
う

の
が
拡
大

の
流

れ

で
は
あ

る
ま

い
か
。

次

に
、
八
王
子

で
の
呪
咀

の
件

に
移
ろ
う
。

延
慶
本

は
禰
宜

の
名
前
を
友
実

と
記

し
、

且

つ
八
王
子

の
禰
宜

で
あ

っ
た
と
す
る
。
友
実

と
い
う
名
前

は

『愚

管
抄
』
に
出

て
い
た
。

一
方
、
そ

の
所
属
が
何

に
拠

っ
た
か
は
詳

に
し
得

な
い
。

し
か
し
、
彼

が
八
王
子

の
禰
宜

で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
彼
を
八
王
子
の
拝

殿
に
鼻
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ぎ
入

れ
る
の
も
尤
も

だ
。
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
な
ど
が
禰
宜
を
八
王
子

に
入
れ

た
と
す

る
の
は
、

こ
の
延
慶
本

の
よ
う
な
記
述
が
前
提
と
な

っ
て
い
る

の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
源
平
盛
衰
記
も
延
慶
本
と
同
様

に
禰
宜

の
名
前
を
記
す
が
、
そ

の
所
属

に

つ
い
て
は

『
日
吉
山
王
利
生
記
』
と
同
じ
く
記
さ
な

い
。
又
、
源
平

盛
衰
記

で
は
、
忠
胤

の

「
教
化

の
詞
」

の
後

で
、
友
実
を
拝
殿

に
昇
入
れ

て
、

社
官
、
神
女
等
が
呪
咀
し
た
と
す

る
。
こ
れ

に
対
し

て
、
延
慶
本
は
、
『
日
吉

山

敬
白

王
利
生
記
』
と
同
様

に
禰
宜
を
拝
殿

に
入
れ

て
、
静
信
、
定
学
が

「教

化
詞

」

で
呪
咀
し

た
と
し

て
い
る
。
延
慶
本

は
、
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
の

「定
額
」
を

敬
白

人
名

に
し

て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
「
教
化
詞
」
は

『
日
吉
山
王
利
生
記
』
よ
り
も

敬

白

詳
し

い
。
猶
、
延
慶

本
は
、
そ
の

「教
化
詞
」
に
重

ね
て
、
「
申
上

ノ
導
師

ハ
忠

胤
僧
都

ト
シ
聞

エ
シ
」
と
、
源
平
盛
衰
記

や
覚

一
本

『
平
家
物
語
』
(以
下
、
覚

一
本
と
略
称
す

る
)
等

の
記
す
忠
胤

の
名
前
を
も
付
け
加
え

て
い
る
。

も
う

一
つ
、
後
二
条
関
白
が
発
病
し

て
か
ら

の
対
応
な
ど
を
見

て
み
よ
う
。

延
慶
本

で
は

『
日
吉
山
王
利
生

記
』
と
異
な
り
、
直
ぐ
母
北

政
所

が
参
籠

し

て
、

祈
願
を
立

て
る

こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
祈
願

は

「顕

ハ
レ
テ
ノ

御
析
」
と
心
中

の
立
願
と

の
二
本
立

て
に
な

っ
て
い
て
、

二
本
立

て
と
い
う
姿

は

い
く
ら
か

『
日
吉
山
王
利
生
記
』

に
も
通

っ
て
い
る

(
主
催
者
、
時
間

の
面

で
大
き
く
異
な
る
が
)
。
「
願

ハ
レ
テ
ノ
御
祈
」
と
し

て
記
さ
れ

て
い
る
内
容

は
、

前
節

に
記
し
た
よ
う
な
具
合

で

一
部

『
日
吉
山

王
利
生

記
』

に

一
致
す

る
が
、

そ
れ

に
、
源
平
盛

衰
記
が
座

主

へ
の
願
書

の
内
容

と
す
る

「
百
番

ノ
芝

田
楽
百

番

ノ

一
ツ
物

競
馬
矢
鏑

馬
相
撲

各
百
番
」

が
混
じ
え
ら
れ
て
い
る
。
心
中

の
立

願
は
五

つ
を
数
え
る

(
三

つ
と
い
う
型
が
見
え
な
い
の
は
、

こ
の
延
慶
本
と
長

門
本

だ
け

で
あ
る
)
が
、

そ
の
中

に
は

『
日
吉
山
王
利
生
記
』
と
同
じ
く
法
華

問
答
講

が
含

ま
れ
て
い
る
。
但

し
、
延
慶
本

の
場
合

は
、

こ
の
法
華
問
答
講

に

よ

っ
て
三
年

間
の
延
命

が
許

さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
法
華
問
答
講

に
よ
る
三
年

の
延
命

は
、
覚

一
本
や
源
平
盛
衰
記
な
ど
、
残

り
の

「
平
家
物
語
」

諸
本

に
共

通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ

は
第
三
節

に
記
し
た
屋
代
本

の
型

の

発

展
し
た
も

の
と
考

え
る
。

(
注
九
)

源
平
盛
衰

記
で
は
、
発
病

し
て
直
ぐ

は
父
大
殿
と
母
北
政
所
が
そ

の
場

で
祈

り
を
始
め
る
が
、
効
果

が
な

い
の
で
、
母
北
政
所
が
参
籠
し

て
三

つ
の
願
を
立

て
る
と
い
う
成

り
行
き

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
殆
ど

『
日
吉
山
王
利
生

記
』

に

一
致
す

る
が
、
直
後

の
祈
祷
を
両
親
が
始
め
る
と
す
る
点
は
、
第

三
節

に
記
し
た
四
部
合
戦
状
本

に
通
じ

る
。
大
殿
と
母
北
政
所

の
祈
り
は
、

日
分
け

さ
れ
て
い
な
い
の
が
異
な

る
だ
け

で
、
内
容
は

『
日
吉
山
王
利
生

記
』

と
完
全

に

一
致
す

る
。

二
紙

の
願
書

は
、
源
平
盛
衰
記

で
は
父
大
殿
が
送

っ
た
こ
と
に

な

っ
て
居

り
、

そ
の
内
容

は
、
先
述

の
よ
う

に
延
慶
本

(覚

一
本

な
ど
に
も
)

に
あ

っ
て
、
『
日
吉
山
王
利
生
記
』
に
な

い
も

の
が
中
心

に
な

っ
て
い
る
。
母
北

政
所

の
三

つ
の
願

に
は
法
華
問
答
講
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

そ
れ
で
、
結
局
、

十
禅
師
権
現

は
助
け

る
こ
と

は
出
来
な

い
と
言

っ
て
、
上

が
り
か
け
る
。

こ
の

間

の
十
禅
師
権
現

の
言
葉
な
ど
も
四
部
合

戦
状
本

に
近

い

(猶
、

四
部
合
戦
状

本

に
近

い
も

の
と
し

て
は
、
以
上

の
二

つ
の
外

に
、
後

二
条
関
白

の
体

の
脹
れ

の
問
題
も
あ
る
)
。
さ
て
、
と

こ
ろ
で
、
十
禅
師
権

現
が
上

が
り
か
け
た
と

こ
ろ

で
、
源
平
盛
衰
記

で
は
母
北
政
所
が
法
華
講
を
立
願

し
、

そ
れ
で
三
年
間
寿
命

を
延
ば
し

て
貰
う

こ
と

に
な

っ
て
い
る

(同
時

に
、
『
日
吉
山
王
利
生

記
』
と
同

様

に
、
巌

の
苦

し
み
か
ら
も
解
放

さ
れ

る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
)
。
こ
れ
は
、
山

(注

一○)

下
氏
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
南
都
本

『
平
家
物
語
』
(
以
下
、
南
都
本
と
略

称
す
る
)
と
共
通
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
法
華
講

に
よ
る
延
命
が
他
本

(覚

一
本

な
ど

の
語
り
本
が
最
初

か
と
思

わ
れ
る
)

で
語

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
て
か
ら
、

そ
れ
を
強
調
す
る

べ
く

「付
加
」

と
い
う
形

で
取

り
入
れ
た
も

の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
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右

に
記
し

て
来
た
よ
う

に
、
延
慶
本
も
源
平
盛
衰
記
も

「
平
家

物
語
」
と

『
日

吉
山
王
利
生
記
』

の
類
を
編
著
し

て
成

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

こ
の
二
本
が
関
わ

っ
た

『
日
吉
山
王
利
生
記
』

の
類
は
、
右

に
記
し

て
来

た
よ

う
に
、
延
慶
本

の
も

の
は
そ
れ

の
兄

に
相
当
す

る
資
料
か
と
み
ら
れ
る

の
に
対

し
て
、
源
平
盛
衰
記

の
も

の
は
現

『
日
吉
山
王
利
生
記
』
そ

の
も

の
と

い
う
違

い
が
あ

る
と
考

え
る
。

一」
ノ、

屋
代
本

以
外

の
当
道
系
諸
本

の
も
の
は
、
中
院
本

『
平
家
物
語
』
(以
下
、
中

院
本

と
略
称
す
る
)
等

の
も
の
と
覚

一
本

を
始

め
と
す

る
も

の
と

に
大
き
く
分

け
ら
れ
る
。

中

院
本
等

の
も

の
は
、
屋
代
本

の
説
話

の
流

れ
と
完
全

に

一
致
す

る
。
勿
論
、

各
場
面
が
具
体
化
し
、
詳
し
く
な

っ
て
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
主
な

違

い
は
、
忠
胤

の
詞

に

「
な
た
ね

の
二
葉

よ
り
」
云
々
の
文

が
入

っ
て
い
る
こ

と
、
「
様

く
ノ
御
願

ヲ
立

ヲ
コ
タ
リ

ヲ
申

サ
セ
給

」
の
と

こ
ろ
が
第

五
節

に
記

し

た
延
慶
本

の

「
顕

ハ
レ
テ
ノ
御
祈
」
と
同
じ
も

の
に
具
体
化

さ
れ

て
い
る
こ
と
、

母
北
政
所

の

「
所
申

サ
セ
給
」

こ
と
が

『
日
吉
山
王
利
生
記
』
と
同
じ
三

つ
の

も

の
に
具
体
化
さ
れ

て
い
る

こ
と
、
「
暫

シ

バ
御
平
癒
」
の
と

こ
ろ
が
法
華

問
答

講

の
御
蔭

で
三
年
間

の
延
命
を
得

る
と

い
う

こ
と

に
な

っ
て
い
る

こ
と
、
等

で

あ

る
。

こ
れ

に
対
し

て
、
覚

一
本
等

の
も

の
は
、
後
二
条
関
白
が

「
山
王

の
御
と
が

め
」
を
受

け
た
と

こ
ろ
か
ら
、
中
院
本
等

の
も

の
を
離
れ
、
前
節

に
記
し
た
延

慶
本
と
同

じ
く
母
北
政
所

の
祈
願
と
な

る
。
以
下
、
心
中

の
祈
願
部
分
1
=

中

 院
本
等
と
同
じ
く

『日
吉
山
王
利
生
記
』
の
挙
げ
る
三
つ
を
記
す
=

を
除
い

て
、
句
末

ま
で
表
現
上
も
延
慶
本

に
極
め

て
近

い
。

中
院
本
等

に
し
て
も
、
覚

一
本
等

に
し

て
も

「
山
王

の
御
と
が
あ
」

に
対

す

る
祈
願

の
内
容
を
具
体
化

し
、
法
華
問
答
講

に
よ

っ
て
三
年

の
延
命
を
得
た
と

す
る
点

で
は
全

く
同

じ
で
あ
る
。
異
な

る
の
は
、
中
院
本
等
が
屋
代
本

の
展
開

を
忠
実

に
守

っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
覚

一
本
等
が
延
慶
本
的
展
開
、
表
現
を

取

っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
中
院
本
等
と
覚

一
本
等
と

の
新
古

の
問

題

に

つ
い
て
、
筆
者

は
、

屋
代
本

の
も

の
と

は
次
元
を
異

に
す
る
内
容

に
な

っ

た

こ
と
か
ら
、
覚

一
本
等

の
も
の
を
革
新
的
平
家
と
し

て
最
初

に
登
場
し
た
も

の
で
は
な

い
か
と
見
倣

し
た

い
。

そ

の
覚

一
本
等

の
も

の
と
延
慶
本
並

び
に

『
日
吉
山
王
利
生
記
』

の
も

の
と

の
新
古

の
問
題

で
あ
る
が
、
筆
者

は
、
覚

一
本
的
説
話
内
容

の
発
生
を
現
存
延

慶
本
や

『
日
吉
山
王
利
生
記
』
よ
り
前
と
考

え
た
い
。
覚

一
本
的
説
話
内
容
が

語
り
出
さ
れ
た

こ
と

に
触
発
さ
れ

て
、
延
慶
本

の
編
著
作
業

が
始

ま

っ
た
の
で

は
な
か

ろ
う
か
。

猶
、
中
院
本
等

の
も

の
、
覚

一
本
等

の
も

の
に
共

通
し
て
注
目

さ
れ

る
こ
と

は
、
後

二
条
関
白

に
法

に
任
せ

て
事
を
処
す
る
よ
う
具
申

し
た
師
忠

に
全

く
言

及
す

る
こ
と
が
な
く
、
従

っ
て
、
「
山
王

の
御
と
が
め
」
の
対
象
者

も
後

二
条
関

白
以
外

に
拡
大

し
て
い
な

い
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
は
、

琵
琶
法
師

の
語

り
が
対

象

の
拡
散
を
煩

わ
し
く
感
じ

た
か
ら

に
違

い
な

い

(筆
者
は
、

四
部
合
戦
状
本

が
契
機

に
な

っ
て
延
慶
本

の
二
人
が
先
ず
起

こ

っ
た
と
考
え

て
い
る
)
。

こ
の
よ
う
に
考

え
て
来

る
と
、
第
三
節

に
記
し
た
屋
代
本

と
四
部
合
戦
状
本

の
段
階

で
、
当
道
系
諸
本
と
非
当
道
系
諸
本
と
は
分
か
れ
、
そ

の
後
、

互

い
に

影
響

関
係

を
も
ち
な
が
ら
も
、
別

々
の
も

の
と
し

て
展
開
し

て
行

っ
た
よ
う

に

(注
=
)

見

え

る
。
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七

南
都
本

の
こ
の
説
話

の
冒
頭
部
か
ら
母
北
政
所

の
参
籠
ま

で
の
部
分

は
屋
代

本

の
そ
れ
が
使
わ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
間

で
最
も
目

に

つ
く
相
違

点
は
、
仲
胤

の
啓
白

の
詞

に

「
我
等

菜
種

二
葉

ヨ
リ
生
立
給

ヘ
ル
神
達
」

の
表

現
を
加
え
、
引

い
て
い
る

こ
と

で
あ
る
。

母
北
政
所

の
祈
願

の
内
容

は
四
部
合

戦
状
本

の
も

の
に

一
致

す
る
が
、
山
下
氏

も
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
童
神

子
が
そ
れ
を
再
度
繰

り
返
し
な
が
ら
、
願

い
を
拒
否

し
て
行

く
。
と

こ
ろ
が
、

驚

く

べ
き

こ
と
に
、
そ
の
最
後

に
到

っ
て
、
「必
至
定
業
限

ア
リ

中

ニ
モ
法
花

問
答
講
余

ニ
ア
ラ

マ
ホ
シ
ク
思
食
間

三
年

力
分

ヲ
ハ
延

テ
奉

ル

ヘ
シ
」
と
、

母
北
政
所

の
祈
願

し
て
い
な

か

っ
た
法
花
問
答
講
が
突
然
出

て
来

て
、
三
年
間

の
延
命

が
許

さ
れ

る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ

は
、
南
都
本
が
何
れ
か

の
法

華
問
答
講
を
引

い
て
、
第
五
節

で
扱

っ
た
源
平
盛
衰
記

の
よ
う
な
付
加
型

の
延

命
諏
を
作

ろ
う
と
し

て
い
た

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
南
都

本

の
本
説
話

は
、
屋
代
本
、

四
部
合
戦
状
本
、

そ
れ

に
法
華
問
答
講

に
よ
る
延
命

を
記
す

一
本

の
編
著
本
と
見
ら
れ

る
が
、
完
成
度
が
低
く
、
草

稿
段

階

の
も

の

か
と
見
倣
さ
れ
る
。

最
後

に
長
門
本

の
も

の
に
目
を
通
し
た

い
。

長
門
本

の
も

の
の
冒
頭
部
か
ら
神
輿
が
振
り
上

げ
ら
れ
る
と

こ
ろ
ま

で
は
四

部
合
戦
状
本
と
同
じ
表
現

で
あ
る
。
長
門
本

と
四
部
合
戦
状
本

の
共

通
す

る
点

は
、

こ
の
外

に
、
北
政
所

が
十
禅
師

に
参
籠

し

て
祈

願
す
る

こ
と
、
後

二
条
関

白

の
体

の
脹
れ

の
問
題
な
ど
が
あ
る
。

右

の
北
政
所

の
参
籠

の
前
、
長
門
本

は

「
平
家
物

語
」

諸
本

で
唯

一
、
仁
源
座

主
が
後

二
条

関
白

の
為

に
祈

っ
た
こ
と

を
記
し

て
い
る
。
第

一
節

で
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は

『
愚
管
抄
』
に
あ

っ

た
も
の

で
、
長
門
本

は

『
愚
管
抄
』
を
参
考

に
し
た
と
み
ら
れ

る
。
長
門
本
が

参
考

に
し
て
い
る
の
に
は
、
そ
の
他

『
日
吉
山
王
利
生
記
』
も
あ
る
。
『
日
吉
山

王
利
生
記
』
か

ら
は
法
華
八
講

の
御
蔭

で
巌
石

の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
と

い
う
筋

が
取

り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
長
門
本

の
本
説
話
は
、
右

の
よ
う
に
四
部

合
戦
状
本

に

「
愚
管
抄
』
や

『
日
吉
山
王
利
生
記
』
と

い

っ
た
資
料

の
記
事

を

取

り
合
わ

せ
た
も

の
だ
が
、
母
北
政
所

の
祈
願
八

つ
の
う
ち
五

つ
し
か
童
神
子

が
挙
げ
な

い
と

い
う
不
整
合
も
あ
る
。
性

質
は
対

照
的

だ
が
、
南
都
本

と
長
門

本

の

「
願
立
」

は
、
説
話
未
整
理

の
目

に
付

く
編
著
本

と
い
う
点

で
は
相
当

に

似

て
い
る
。

八

 

筆
者

は
、
「
願
立
」
説
話

の
構
造
、
展
開
な
ど
を
以
上

の
よ
う

に
考
え
る
O
筆

者

が
、

そ

の
過
程

で
重
視

し
た
こ
と

は
、
息
子

の
為

に
祈
願
す
る
女
親
を
描

い

て
読
者

に
そ
の
懸
命

の
行
為
を
伝

え
よ
う
と
し
た

こ
と
や
、
法
華
問
答
講

の
利

益

を
宣
伝
す

る
こ
と
等

は
、

一
度

そ
う
し
た

こ
と
が
始
ま
る
と
、
と

て
も
そ
れ

を
省

い
て
元

の
描

写
で
済

ま
す
と

い
う

こ
と
は
出
来
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ

っ
た
。
又
、
後

二
条
関
白

の
病

い
が

一
度
治

っ
た

の
か
否

か
、
山

王

の
崇

り
の

「御

こ
し

ふ
り
」
事
件
と

の
関
わ
り

に

つ
い
て
は
、
私

見
を
加

え

て
み
た
。

こ
れ
ら

の
こ
と

に

つ
い
て
、
御
意

見
を
待

つ
も
の

で
あ
る
。

(注

一
)
『愛
知
県
立
大
学
十
周
年
記
念
論
集
』
昭
和
五
〇
年

一
二
月
。

(注
二
)
『軍
記
と
語
り
物
』
昭
和
五
六
年
三
月
。

(注
三
)
『国
語
国
文
研
究
』
昭
和
五
六
年
七
月
。

(注
四
)
『
日
本
文
芸
研
究
』
昭
和
五
七
年
九
月
。
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(注

五
)
『
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
』

昭
和

五
九
年

(注
六
)
勿
論
、

そ
の
関
連

の
あ

り
方

は
以
下

の
よ
う
に
諸
本

で
異
な
る
点
が
あ
る
。

(注
七
)
注

二
の
論
文

で
、
山
下
氏

が
、
源
平
闘
謬
録

の
説
話
を

「基
本
構
造
」
の
み

の
も

の
と
見
、

最
古
態

と
位

置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

(注
八
)
注
二

の
論
文
中
。

(注
九
)
猶

、
源
平
盛

衰
記
は

「
平
家
物

語
」
諸
本
中
唯

一
つ
、
崇

り
に
よ
る
発
病

の
年
月

日
を
記
す
。

(注

一〇
)
注
二

の
論
文
。

(注

二
)
屋
代
本
を
除
く
当
道
系
諸
本
が
、
母
北
政
所

の
参
籠
先
を
八
王
子
と
す
る

の
も
、

こ
の
よ
う
な
事
情
だ
ろ
う

(勿
論
、

場
所
を
統

一
し
た
方
が
効
果
的
と
い
う
こ

と
か
ら
だ

ろ
う
が
)。

(注

三
)
注

二
の
論
文
。

本
稿

は
、
平
成
七
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

(六
月

四
日
)

で
口
頭
発

表
し
た
資
料

を
基

に
し
な
が
ら
、
纏

め
直

し
た
も

の
で
あ
る
。

「「


